
静岡県沼津市

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさん　こんにちは静岡県　沼津市で活動しています北限域（内浦湾）の造礁サンゴ群落保全会　　の松永です。皆さまは、この富士山の眼下に広がる　駿河湾の湾奥にこのような沖縄の海を思わせる　造礁サンゴ群落が存在していることをご存知でしょうか？今日は、消滅の危機にあるこの北限域の造礁サンゴ群落の保全活動についてご紹介いたします。



１．地域や漁業の概要

駿河湾

内浦湾は駿河湾の北東（湾奥）に位
置し、北に富士山や愛鷹山を望み、
西に開けた風光明媚な湾

静岡県

リアス式の海岸線に囲まれ、急
峻かつ波静かな独特の海洋環境

伊豆半島の入口に位置し首都圏に近く、
観光地と密接に関係している。

・地形的には内湾
・水質的には外洋的な環境

内浦湾

大瀬崎

沼津港

沼津御用邸公園

あわしまﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ

伊豆･三津ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ

平沢ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、我々の活動している内浦湾周辺地域をご紹介します。内浦湾は駿河湾の北東（湾奥）に位置し、北に富士山や愛鷹山を望み、西に開けた風光明媚な湾です。伊豆半島の入口に位置し　首都圏に近く、ダイビングで有名な大瀬崎や沼津御用邸、水族館、　など観光地と密接に関係している地域です。湾の南岸は、リアス式の海岸線に囲まれ、急峻かつ波静かな独特の海洋環境　です。　・地形的には内湾　　ですが、黒潮の分流の影響をうけるため　・水質的には外洋的な環境　環境と言えます。



（１）地域の紹介

大瀬崎

日本を代表する

ダイビングスポット

地元水族館
あわしまﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ

伊豆･三津ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ

沼津港
沼津港グルメ

キモかわ♡ 生物が人気！
※沼津港深海水族館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大瀬崎は日本を代表するダイビングスポットで　日本一の　ダイバー　数を誇ります沼津港では、駿河湾の恵みである　“生しらす”　や　“生桜エビ”、“深海魚のお寿司”　　など　“沼津港グルメ”　　が人気で、深海水族館では、　シーラカンスの冷凍標本　や　メンダコ、　ダイオウグソクムシ　といった　　キモかわ　♡　　生物が人気となっています。その他　　湾奥にも、淡島ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ　や　伊豆三津シーパラダイス　などの水族館があります。



（１）地域の紹介

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さんもご存じかと思いますが、　沼津は干物や削り節が有名ですが、　その他の　　水産加工業　　も盛んな地域です。また、温暖な気候を利用したミカンの栽培が盛んで、この地域のミカンは西浦みかんとよばれ、近年品種改良された寿太郎みかんは　甘くて人気となっています。



（１）地域の紹介

人気アニメの舞台

凄い経済効果が期待される!?
水族館・旅館・菓子店・コラボ企画
関連グッズ ほか
※ 只今、沼津市が調査中！

聖地巡礼！ 観光客急増!!

あわしまﾏﾘﾝﾊﾟｰｸ 伊豆三津ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ

和洋菓子店

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、近年では　人気アニメの舞台となっており、先ほどの両水族館も　　“　このように　”　描かれていることから聖地巡礼　！　による　観光客が　急増　しています。また、アニメに登場する　菓子店や　７の付く　コンビニ　までもが聖地として人気です。現地に行きますと、　もの凄い経済効果だなぁ～　と実感するのですがその効果については、　只今　沼津市が調査中　!!　となっています。



サバ類 35,649ｔ
カツオ 16,370ｔ
マイワシ 6,643ｔ
マアジ 536ｔ

平成26年の漁業生産量約65,000ｔ(県内２位）

※平成17年に合併した戸田村の漁獲量を引きつく
もので、旧沼津地区の水揚げは多くない。

※グラフには、遠洋漁業のマグロ類は含まれない

（２）地域漁業の概要(沼津の沿岸漁業)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次いで、　沼津の沿岸漁業についてですが、平成２６年の漁業生産量は　約　65,000　ｔ　で県内２位となっています。しかし、これは平成１７年に合併した戸田村の漁獲量を引くつぐもので、旧沼津地区の水揚げは多くありません。漁獲量からみた漁業種類は、中型のまき網　が　約　９割を占め、小型底曳き、小型定置　と続きます。魚種別漁獲量では、　　このように！サバ類が最も多く、カツオ、マイワシ、マアジ　となります。　
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沼津地区の海面養殖生産量（H29）

（２）地域の漁業の概要(沼津の沿岸漁業)
内湾のリアス式海岸を利用し、マダイ･
ブリなどの海面養殖が発達！

マアジの養殖では日本一の水揚げ!!

内浦漁協直営食堂『いけすや』！

※養殖歴50年以上の内浦漁港の漁師さんたち
が大切に育てたアジをもっと多くの人に食べ
てもらいたい！という想いから生まれた食堂

プレゼンター
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また、内湾のリアス式海岸を利用した　マダイ　や　ブリ　などの海面養殖が発達してきました。特に　マアジの養殖では、　日本一の水揚げです。内浦漁協直営の　　食堂　「　いけすや　」　は、養殖歴50年以上の内浦漁港の漁師さんたちが大切に育てたアジをもっと多く人に食べてもらいたい！という想いから生まれた食堂で先ほどの、　観光客急増と相まって　　このように　　大変賑わっています。



2.地域資源の現状・課題

大瀬崎

平沢ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ

内浦湾

大瀬崎

獅子浜ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

平沢ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ

静浦ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

 1996年2月に発生した異常低水温とガンガ
ゼ（ウニ類）の食害によって、同群落は自
然回復力による維持が困難なほどに衰退し
た。

北限サンゴ群落の衰退

 衰退の危機にあったサンゴ群落の保全を
2001年より開始（東海大学）

 東海大学の活動に対し、内浦漁協を中心に
地元ぐるみでの保全会・協議会の設立

活動組織設立に至る経緯、動機

 90年代初頭に面積約5,000㎡に及ぶ単一種
で構成された造礁サンゴ群落が存在した。

 沿岸生態系における重要な役割

 ダイビング、レジャー事業での重要な地域
資源

地域資源としてのサンゴ群落

エダミドリイシ Acropora pruinosa
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次に、地域資源の現状と課題ですが当海域では、　　地域資源としてのサンゴ群落　　が挙げられます。90年代初頭に面積約5,000㎡に及ぶ　　こちらの　エダミドリイシ　単一種で構成された造礁サンゴ群落が存在しました。これらは、沿岸生態系における重要な役割を　はたしています。また、内浦湾沿岸には　大瀬崎以外にもダイビングエリアがあり、レジャー事業での重要な地域資源です。しかし、1996年　～そこで、衰退の　～この東海大学の　～　　　　　　　　　　　　　　　　　保全会・協議会が設立し　いまの活動へと繋がります。



発見当初のエダミドリイシ群落

環境庁による第4回自然環境保全基礎調査によって、静岡県
沼津市久連地先で発見された（公になった）。

面積約5,000m２に及ぶ世界的にも貴重な北限域の造礁サンゴ
群落であり、優占種 エダミドリイシ Acropora pruinosa を
中心に 17属 29種が確認されている。

1991年

岩盤などの付着基質がなく、砂礫底上に置かれたように群生して
おり、周辺とは異なる種多様性の高い生物群集を形成していた。

プレゼンター
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ここで、我々が保全活動をしているサンゴ群落の変遷についてご説明します。本サンゴ群集は、　　1991年に、環境庁　～　発見されました。面積約5,000㎡に及ぶ世界的にも貴重な北限域の造礁サンゴ群落でこのサンゴ群落の特徴としては、エダミドリイシ　単一種で構成されており岩などの　～この写真は、　発見当初のサンゴ群落です。



冬季に例年より2～3℃低い低水温が発生

2月には10.9℃まで低下 → 数カ月継続

エダミドリイシ 白化・死亡 !!

異常低水温発生

台風襲来（1996年夏季）生サンゴ域

半減

健全な骨格（立体)構造）

15%

85%

Jan.

：生サンゴ域

：サンゴ礫地

Sep.

68%

22%
10%

40%36%
24%

Oct.

：生サンゴが散在する礫地

立体構造の崩壊！

礫地化した生サンゴ域食害により塊状となった
エダミドリイシ

ガンガゼに食害されるエダミドリイシ

ガンガゼDiadema setosumによる食害

自然状態では消滅の可能性

さらに減少
形状： 枝 状 → 塊 状
成長：上方向 → 横方向

成長量 ＜ 食害量

サンゴ群体への影響

1996年

2000年

70m

70m

プレゼンター
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１９９６年２月に、例年より　２-３℃低い低水温が発生します。この低水温が数ヵ月継続したことから、サンゴが　白化　・　死亡　し、　　　この年の夏の台風襲来　により、個々のサンゴ群体が支え合うことによって維持されてきた群落の立体構造が崩壊し、生サンゴ域は　　半減　　します。もともと、サンゴ群落の周辺に生息していたガンガゼが、群落の　立体構造の崩壊　に伴い、群落内部に侵入し、生息域が拡大したことにより　爆発的に増加し、サンゴの食害が進行していきます。2000年には、　ガンガゼの食害量が　サンゴの成長量を上回り自然状態では　消滅　の可能性が示唆されました。



礫地化した生サンゴ域

ガンガゼ Diadema setosum による食害

ガンガゼに食害されるエダミドリイシ

食害により塊状となったエダミドリイシ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この様に、　生サンゴ域は　ガンガゼの食害により　礫地化していきました。



ガンガゼ

ガンガゼに摂食され塊状に

樹状帯の
エダミドリイシ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
樹状帯のサンゴは、食害により　　このような　塊状　になってしまいます。



2005年

2004年

2001年

新型保護フェンス

エダミドリイシの保護対策を開始

保護ケージ

サンゴの成長による
ケージの容量不足

・上方が開放的
遮光なし 枝の肥大

・ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ防御率
（約70～97％）

保護フェンス

・上方が開放的
遮光なし 枝の肥大

・ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ防御率
（約75～100％）

Oct. 2009

形状： 塊 状 → 枝 状
成長：横方向 → 上方向

サンゴ群体への影響

Sep. 2005

2009年

生サンゴ域の

減少に歯止め！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、2001年よりケージによる　保護対策を開始しますサンゴの成長に伴い　ケージが　容量不足　となったため2004年から　　針（はり）状のマットを利用した保護フェンスに移行します。上方が開放的なことから、遮光されることが無く、ケージ内で細く成長したサンゴは肥大していきます。針の向きを横向きから下向きに変えるなどの改良を加えたことにより、食害防止に成功しこの様に　サンゴ被度の増加につながります。



保護対策によって美しい樹状体へと回復

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そしてこれが、　　最も広い　保護フェンス内の様子　で保護対策によって、美しい樹状体へと回復しました。



Dec. 2008

5%
23%

72%
：砂 地

既存群体は保護フェンス内に限定

● サンゴ幼生の加入は期待できない

● 砂礫地では自然での回復・拡大は困難!!
サンゴ群落

の
現状と課題

保護フェンスによる
恒久的な保護は不可能
※ 多大な費用と労力

人為的な保護策からの脱却

群集規模の拡大
※ガンガゼの食害で衰退しない規模へ拡大

保護フェンスなしでの維持

本来の自立した姿へ修復

2009年 人為的なサンゴの移植が必要！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2001年より開始された保護対策により、生サンゴ域の減少に歯止めを掛けることができましたが・・・既存群体は保護フェンス内に限定されていますこれらの対策は設置やメンテナンスに多大な費用と労力を要するため“恒久的な保護は不可能です。”保護フェンス無しでの群落維持には、本来の自立した姿への修復が　必要です。当群落は砂礫底のため、サンゴ幼生の加入による群落拡大は期待できません。この様な環境下で　群落拡大を図るには　人為的サンゴの移植が必要となります。
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３.活動組織の概要
名 称：北限域（内浦湾）の造礁サンゴ群落保全会

（平成25年7月10日 設立）

構成員：漁業者、 内浦漁業協同組合、 東海大学

あわしまマリンパーク（地元水族館）

伊豆三津シーパラダイス（地元水族館）

ＮＰＯ法人 海辺を考えるしおさい２１ 総勢 ２２名

平沢マリンセンター

活動地域 ： 久連・平沢地先

1991年に環境庁の調査

で発見されたサンゴ群
落を中心に、平沢地先
に生息するサンゴ群落
の維持・回復を図るこ
とを目的に選定した保
全活動地域

協定面積：８ ha

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、平成２５年に　　これまでの東海大学の保全活動に対し、内浦漁協を中心とした、地元ぐるみでの保全会・協議会が設立されました。構成員としては、活動地域は、　衰退の危機にあるサンゴ群落を中心とした、久連　と　平沢地先で協定面積は　　８　ha　　です



消滅の危機にある貴重な北限域の造礁サンゴ群落を本来の自立した姿に戻
し、本種のみならずこれを基盤とする特異的で種多様性の高い生物群集を保
全することを目標とする。

４.活動の目標と計画

活動項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
サンゴの種苗生産

サンゴの移植

食害生物の除去

※雑海藻の除去

モニタリング

環境体験学習･啓発

（１）目標

（３）30年度の活動スケジュール （毎月２日間/年 実施）

（２）計画（５カ年）
サンゴ群落の保全と修復

・サンゴの種苗生産、移植、食害生物の除去

環境体験学習を通じての啓発－地元の海への理解－
・サンゴのロープ養殖体験（種苗生産）
・シュノーケリングによる観察会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
活動の目的は、消滅の危機にある貴重な北限域の造礁サンゴ群落を　　～計画としては、　サンゴの種苗生産、移植、食害生物の除去を行い地元の子供達を対象に、サンゴのロープ養殖　や　シュノーケリング　といった体験学習を通して　地元の海への理解を深めてもらう　啓発　活動を行っています。活動は、基本　毎月　２日間行い、これからの冬春季は海藻の除去　に追われ水温の上昇とともに、　サンゴの種苗生産を夏に体験学習、　初秋にサンゴ移植　を行っています。



養殖ロープの設置

サンゴ種苗生産
ロープ養殖

サンゴ種苗の準備 種苗の取り付け

５.発揮活動の実施状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サンゴの種苗生産は、枝状サンゴの一部を切り取り　ロープに取付け、ガンガゼの食害を受けないよう嵩上げし　移植可能サイズまで　育成する手法です。十分に成長したサンゴは　　分断している群落を繋ぐような位置へと移植します。



サンゴ群落の保護と修復

冬春季には海藻類が繁茂

海藻類の繁茂による遮光

成長阻害（褐虫藻）

白化・死亡

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これからの冬春季は、　このように　サンゴ上に　　海藻類が繁茂し、遮光することにより、　成長を阻害します。この状況は毎年6月頃まで続くため、定期的に海藻類を除去しなければサンゴは最悪の場合　　白化・死亡　してしまいます。



コケムシ綱（付着動物）

アントクメ

カゴメノリ
フクロノリ

養殖サンゴに付着する海藻、付着生物

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
養殖サンゴも同様でこの様に　海藻　や　動物に覆われます。



ガンガゼの除去

サンゴを食害するガンガゼ海藻類の除去

食害生物や海藻、付着生物の除去

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、　　海藻　や　食害生物である　ガンガゼの除去の様子です。



食害生物や海藻、付着生物の除去

除去後除去前

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、　ロープ養殖のメンテナンスですが海藻　や　付着生物　の除去作業が、最も労力が必要な作業です。



台風２１号の被害

●サンゴ養殖ロープの崩壊

●漂流ゴミの絡まり

●サンゴ保護フェンスの破損

●移植サンゴの流出

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、平成２９年の　　台風２１号は、全国に多くの災害をもたらしました。この２１号は、　　我々の活動地域を直撃したことから、保護しているサンゴ群落も大きな被害を受けました。



サンゴ養殖ロープの崩壊

漂流ゴミの絡まり

保護フェンスの崩壊

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
台風の直撃を受け、サンゴ養殖ロープの大部分は崩壊しました。また、保護フェンスも崩壊した他成長したサンゴには　このように網や枝、植物片などの　漂流ゴミ　が多く絡みつきました。これは、その除去作業の様子です。



平成28年度 サンゴ移植の状況

移植前 移植後

養殖ロープからの切り離しサンゴ群体を配置養殖ロープの移動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは平成２８年度のサンゴの移植状況です。この様に、ロープ養殖により成長したサンゴを移植した　わけですが・・・・



移植サンゴの流出
Ｈ28移植 Ｈ29流出

Ｈ29流出 流出サンゴの再移植

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
台風の直撃の影響で、Ｈ28年に移植した大部分のサンゴが流出してしまい保護区の外へ流出したり、一ヵ所に山となって堆積しておりました。これにより、移植１年では　個々のサンゴが絡み支え合い安定するにはもう少し時間が必要であることがわかりました。こちらは、　それらを集め　再移植した状況です。



モニタリング

100

120

140

160

180

200

2015年 2016年 2017年 2018年

サンゴ群落面積（㎡）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらはモニタリング　調査の様子ですが、毎年海藻の無い秋に　、生サンゴ域の面積を算出しております。今ご紹介した、活動により　毎年　僅かですが　群落の拡大が確認されております。	サンゴ群集面積2015年	1172016年	1272017年	1342018年	156



理解・増進を図る取組（平沢ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ）

ｼｭﾉｰｹﾘﾝｸﾞ観察会

サンゴ片の取り付け体験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
理解・増進を図る取組　では地元の中学生　　を対象に、サンゴのロープ養殖体験や成長したロープ養殖サンゴの様子を　シュノーケリング　で観察してもらいました。この活動は子供達のサンゴの学びにつながっています。こうした活動を通じ、地元の子供たちが関わることで　北限域のサンゴへの関心が高まり、保全活動への協力の輪が広がり、地元主導型保全活動へと展開させていきたいと考えています。



６.今後の課題・計画

活動の結果、生サンゴ域の拡大が確認できた。

※ 今後も継続した活動が必要

ロープ養殖のメンテナンスに多大な労力が必要

※ 種苗生産・養殖手法の改善

移植後の流失や砂没が問題

※ 移植基盤の検討？

サンゴ群落の衰退から20年近くが経過し、サンゴ礫底

を含む群落全体の 砂地化が深刻な問題 !!



ご清聴ありがとうございました。


	北限域(内浦湾)の造礁サンゴ群落保全会�～沿岸生態系における機能の回復と維持～　　
	１．地域や漁業の概要
	（１）地域の紹介
	（１）地域の紹介
	（１）地域の紹介
	（２）地域漁業の概要(沼津の沿岸漁業)
	（２）地域の漁業の概要(沼津の沿岸漁業)
	2.地域資源の現状・課題
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	３.活動組織の概要
	４.活動の目標と計画
	サンゴ種苗生産�ロープ養殖
	サンゴ群落の保護と修復
	養殖サンゴに付着する海藻、付着生物
	食害生物や海藻、付着生物の除去
	食害生物や海藻、付着生物の除去
	台風２１号の被害
	スライド番号 24
	平成28年度　サンゴ移植の状況
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	理解・増進を図る取組（平沢ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ）
	スライド番号 29
	ご清聴ありがとうございました。

